
大田区自立支援協議会 防災部会議事録 

        文責：柚木委員（区事務局一部修正） 

(１) 会議の名称 大田区自立支援協議会 防災部会（第７回） 

(２) 開催日時 平成 28年 11月 16日（水）10：00～12：00 

(３) 開催場所 障がい者総合サポートセンター ５階多目的室 

(４) 出席した委

員、事務局 

委 員 （部会長：粟田 修平）            ＜敬称略＞ 

志村 陽子 竹内 奈津子 竹内 千代江 森山 康之 

石塚 由江 市川 脩 柚木 秀彦 岡戸 繁樹 

オブザーバー： 岩下 龍矢（蒲田警察署）、武藤 大介（蒲田消防署）、 

        長島 修（矢口消防署）、内藤 禎一（大森東福祉園） 

区職員：阿部 幸喜（防災危機管理課）、鎌田 裕一（上池台障害者福祉会館長）、 

吉田 実（障害福祉課）、斉藤 禄美（障がい者総合サポートセンター） 

関係者： 土井 翼（障がい者総合サポートセンター 地域交流支援部門） 

事務局：井村 陽介、中條 美由紀、岩下 祐輔（障害福祉課） 

１ 確認・連絡事項 

（１）書記の確認 

（２）出欠者・配布資料の確認 

（３）第２回本会（10/24）の実施報告 

 主な内容は各専門部会の中間報告 

 福祉避難所はどういったものなのかなど、基本的なことも改めて報告していく必要性も

感じた。 

（４）第２回全体討議会の開催について 

   日時：平成 28年 12月５日（月曜）10:00から 12:00まで 

   場所：さぽーとぴあ３階 集会室１・２ 

 

２ 議題 

（１）福祉避難所開設訓練について 

 今年度もさぽーとぴあで訓練を行っていく。 

 平成 29年２月 15日（水）に開催予定の第 10回防災部会の時間を活用して実施予定 

 作業部会で出た意見をもとに検討し、２月 15日にむけて計画していく。 

 どのような場面を想定するのかを明確にしていく必要がある。 

 ２時間で実施できる内容を考えていく必要がある。場面をカットして行う方法もある。 

 他の施設がモデルにできるような訓練内容にしていきたい。 

 想定や参加する人、関連する人などを整理していく必要がある。 

 実践的な訓練や関連する人が多くなると、混乱が大きくなることが予想されるため、今



後しっかりと計画をたてる必要がある。 

 どの程度の災害を想定して、何に重きを置いていくのか。 

 自立支援協議会メンバーにも参加していただけないか。 

 本日の意見を作業部会で整理し、次回の部会で提案する。 

 

３ 委員及び各関係機関からの情報提供 

（１）ご所属の団体や個人での取組みについて 

 『情報発信！共有！シート』をもとに、粟田委員、森山委員、柚木委員の３名の各団体

や個人での取組みを紹介 

（２）その他情報提供 

 矢口特別支援学校：12月 26日（月）9:00～10:20に福祉避難所開設訓練を行う。 

 

※ 次回日程（予定） 

日時：平成 28年 12月 21日（水）10:00～12:00 

会場：さぽーとぴあ５階 多目的室 

 


